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辻
井
徳
順
師
は
、
『
辻
井
徳
順
履
歴
』
（
文
庫
七
／
一
―
る。 園
は
、
小
堀
遠
州
の
作
庭
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
杉
林
と
竹
林
の
か
も
し
だ
す
静
寂
な
森
を
借
景
と
し
て
、
大
自
然
の
一
部
と
し
て
I
 
0
)
に
よ
れ
ば
、
幕
末
の
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
の
三
月
二
十
三
日
に
、
に
盛
門
派
（
西
教
寺
を
本
山
と
す
る
天
台
宗
真
盛
派
）
の
権
大
僧
正
、
に
、
明
治
四
十
年
に
は
大
僧
都
、
大
正
二
年
に
僧
正
。
大
正
六
年
そ
の
教
職
を
み
る
と
、
明
治
十
一
年
の
教
導
職
試
補
を
皮
ぎ
り
J
れ
が
教
林
文
庫
を
伝
え
た
辻
井
徳
順
師
ゆ
か
り
の
庵
で
あ
館
講
、
早
稲
田
大
学
高
等
国
民
講
な
ど
も
受
講
し
て
い
る
。
美
し
い
調
知
を
見
せ
て
い
る
。
の
遂
業
に
至
る
ま
で
学
問
に
い
そ
し
み
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
哲
学
（
十
八
歳
）
よ
り
中
学
林
へ
、
同
十
八
年
大
学
林
に
進
み
、
二
年
後
歳
）
よ
り
滝
本
徳
性
師
に
つ
い
て
、
内
外
典
を
修
学
、
同
十
五
年
坊
が
ひ
っ
そ
り
と
付
ず
ん
で
い
る
。
山
石
を
巧
み
に
組
合
せ
た
庭
若
年
の
時
か
ら
勉
学
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
明
治
八
年
(
+
然
石
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
石
段
を
上
り
つ
め
る
と
、
そ
こ
に
教
林
年
戒
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
正
寺
へ
の
参
道
を
右
に
折
れ
る
と
細
い
道
に
入
る
。
そ
こ
か
ら
自
六
年
に
阿
闇
梨
開
壇
を
伝
法
、
四
十
三
年
出
家
灌
頂
、
翌
四
十
四
安
土
の
駅
か
ら
徹
山
（
き
ぬ
が
さ
や
ま
）
に
向
っ
て
歩
き
、
観
音
沙
弥
戒
、
十
八
年
円
頓
戒
を
受
け
、
二
十
年
竪
義
を
遂
業
、
三
十
教
林
文
庫
（
和
漢
書
一
、
九
0
二
冊）
明
治
十
年
の
得
度
、
加
行
の
後
、
明
治
十
六
年
溜
頂
、
十
七
年
る
。
時
に
八
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
「
教
林
文
庫
」
田
嶋
に
従
っ
て
得
度
し
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
八
日
に
円
寂
し
て
い
明
治
十
年
九
月
三
日
、
十
三
歳
の
時
で
あ
る
が
、
滝
本
徳
性
師
と
辻
井
徳
順
師
夫
位
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
て
生
ま
れ
て
い
る
。
祇
王
村
は
教
林
坊
か
ら
お
お
よ
そ
三
、
四
里
近
江
の
国
野
洲
郡
祇
王
村
大
字
北
の
、
木
村
源
五
郎
の
次
男
と
し
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文
庫
創
設
者
を
語
る
そ
れ
は
、
盛
門
転
派
中
の
大
正
八
年
四
月
三
十
日
に
、
延
暦
寺
へ
の
探
求
心
を
も
っ
て
、
そ
の
生
を
ま
っ
と
う
し
た
よ
う
に
思
え
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
じ
た
と
は
言
え
、
山
門
に
背
を
向
け
た
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
わ
ず
か
な
資
料
の
中
か
ら
、
徳
順
師
の
生
涯
を
垣
間
見
る
と
徳
順
師
が
盛
門
派
に
転
じ
た
事
情
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
明
治
四
十
五
年
以
前
の
三
十
四
年
四
月
一
日
に
盛
門
学
林
専
門
講
師
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
そ
の
関
係
は
相
当
早
く
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
盛
門
に
転
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
き
、
僧
侶
と
し
て
学
僧
と
し
て
、
そ
の
旺
盛
な
知
識
欲
と
、
真
理
が
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
徳
順
師
の
積
極
的
な
集
書
活
動
か
ら
保
の
時
代
に
書
写
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
叡
山
記
家
に
つ
な
る
の
が
不
思
議
で
あ
る
が
、
昭
和
七
年
に
僧
正
を
受
け
て
い
る
。
二
度
僧
正
と
記
録
さ
れ
て
い
お
そ
ら
く
最
初
の
方
は
盛
門
か
ら
の
る
天
台
宗
真
盛
派
の
別
格
本
山
で
あ
る
。
本
寺
は
、
天
保
の
頃
、
広
く
古
書
を
あ
つ
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
名
刹
で
あ
る
。
ニ
ョ
リ
転
派
転
住
ス
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
正
十
三
年
の
山
門
復
帰
が
、
「
法
脈
相
続
ノ
為
」
と
記
さ
れ
て
い
る
見
す
る
と
、
師
の
徳
性
師
か
ら
伝
領
し
た
も
の
、
徳
順
師
自
ら
が
書
写
し
た
も
の
の
他
、
比
叡
山
の
鶏
頭
院
本
覚
蔵
で
あ
っ
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
厳
覚
と
覚
深
が
、
元
禄
や
享
っ
て
い
る
。
西
来
寺
は
、
現
在
も
三
重
県
津
市
の
乙
部
寺
町
に
あ
教
林
文
庫
の
蔵
書
形
成
を
、
写
本
の
奥
書
き
や
蔵
書
印
か
ら
瞥
門
顧
問
職
に
就
き
、
数
日
後
の
同
月
十
六
日
に
西
来
寺
住
職
と
な
も
ご
く
近
い
教
林
坊
に
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
盛
門
派
で
活
躍
し
て
い
る
。
ま
ず
明
治
四
十
五
年
六
月
十
日
に
盛
地
で
過
ご
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
こ
の
静
か
で
ふ
る
さ
と
に
兼
住
し
、
大
正
十
四
年
に
教
林
坊
に
再
住
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
そ
の
九
十
年
に
及
ば
ん
と
す
る
生
涯
の
大
半
を
、
こ
の
近
江
の
り
、
二
十
八
年
に
教
林
坊
に
入
り
、
以
来
観
音
正
寺
、
五
智
院
を
こ
と
、
等
々
か
ら
考
え
ら
れ
よ
う
。
住
職
の
関
係
を
み
る
と
、
明
治
十
七
年
の
願
成
就
寺
に
は
じ
ま
も
の
で
、
後
の
方
が
山
門
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
、
西
来
寺
住
職
の
項
に
「
本
山
ノ
勧
請
卜
門
末
檀
信
徒
ノ
特
請
本
山
山
林
経
営
の
功
に
よ
り
袈
裟
一
領
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
こ
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庫
」
「
清
水
文
庫
」
「
會
津
文
庫
」
「
小
倉
文
庫
」
な
ど
多
く
の
特
早
稲
田
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
、
「
衣
笠
文
庫
」
「
津
田
文
- --西
他新雑洋和垣
漠文
聞誌書書庫
閂芍
九一五ー五
五二七一九
一九七九三
点種冊冊冊
、-,'-―一
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
羽
島
知
之
の
文
庫
の
蒐
集
者
、
故
西
垣
武
一
氏
の
生
い
た
ち
と
蒐
集
に
ま
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
「
西
垣
文
庫
」
昭
和
六
十
二
年
秋
か
ら
丸
善
の
本
店
、
支
店
を
中
心
に
、
そ
の
林
文
庫
覚
書
」
に
あ
る
。
れ
る
。
目
録
稿
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
『
調
査
研
究
報
告
』
）
中
の
拙
稿
「
教
な
お
、
も
う
少
し
詳
し
い
こ
と
が
「
早
大
図
書
館
蔵
教
林
文
庫
た
も
の
で
あ
る
。
ら
版
•
新
聞
・
錦
絵
•
木
版
一
枚
摺
・
見
立
番
付
・
ポ
ス
タ
ー
・
引
札
・
チ
ラ
ッ
・
看
板
・
レ
ッ
テ
ル
や
肉
筆
の
書
簡
•
色
紙
・
掛
軸
な
ど
、
幅
広
く
集
め
ら
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
文
庫
だ
と
い
わ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
「
幕
末
•
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
展
」
と
題
し
て
初
公
開
さ
れ
、
関
係
各
文
面
に
多
大
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
「
西
垣
文
庫
」
の
詳
細
は
同
図
書
館
が
昭
和
六
十
一
年
に
編
集
発
行
し
た
「
西
垣
文
庫
目
録
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
西
垣
武
一
（
た
け
い
ち
）
氏
は
、
明
治
三
十
四
年
大
阪
生
れ
。
岩
手
県
の
遠
野
中
学
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
に
学
び
、
昭
和
二
年
卒
業
。
時
事
新
報
社
、
報
知
新
聞
社
に
短
期
間
籍
を
お
い
た
が
、
博
報
堂
に
移
り
、
広
告
の
営
業
か
ら
理
事
、
連
絡
部
長
を
歴
任
。
戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
十
六
年
軍
属
と
し
て
辻
井
徳
順
が
そ
の
師
滝
本
徳
性
師
の
築
い
た
基
礎
の
上
に
形
成
し
一
万
二
千
点
を
集
め
た
「
西
垣
文
庫
」
は
、
書
籍
以
外
に
、
か
わ
て
く
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
所
蔵
す
る
教
林
文
庫
は
、
こ
の
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
関
連
の
資
料
約
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